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はじめに 

 船橋市住生活基本計画・高齢者居住安定確保計画は、「人にやさしく安全に安心し

て住み続けられるまち」の実現を基本理念とし、令和３年度から令和１２年度まで

の計画として策定しました。 

 本計画期間において、基本目標に沿って各施策事業を進めており、期間中、毎年

度、各事業の施策実績等を定性的・定量的に把握・評価し、５年目及び１０年目の見

直しに生かすものです。 

 

取組に対する評価基準及び結果 

 基本目標毎の関連する主な市の事業等について、令和５年度における具体的な取

組状況の進捗を確認し評価を行いました。 

 

評価 説明 事業数 

A 計画通り実施できた １８ 

B 計画通りとはいえないが、一定の成果はあった ５ 

C 計画の進捗状況について、改善が必要である － 

－ 評価対象外 ３ 

 

全２６事業（再掲除く）のうち、「計画通り実施できた（A）」が計１８事業、「計

画通りとはいえないが、一定の成果はあった（B）」が計５事業、「計画の進捗状況に

ついて、改善が必要である（C）」はなく、「評価対象外（－）」の事業が３事業あり

ました。 
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 住生活基本計画  

基本目標ごとの具体的な取組状況 

基本目標１ 住宅セーフティネットの充実 

施策の方向 １－１  

住宅セーフティネットの充実 

 

【参考指標】 

事業名 目指す方向性 

居住支援協議会による居住の支援 

（「住まいるサポート船橋」による賃貸物件成約件数） 

 

 「住まいるサポート船橋」による賃貸物件成約件数について、令和５年度は２６件

と、令和４年度の１７件から約５０%増加しました。 

 

【関連する主な市の事業等】 

事業名 実績・取組状況等 評価 

高齢者住み替

え支援事業 

助成件数 １３件 

広報ふなばしやホームページで周知しているほか、各地域包括セ

ンター等にパンフレットを配布するなどし、事業の周知を図って

いる。 

A 

親世帯・子育

て世帯近居同

居支援事業 

助成件数 ９５件 

広報ふなばし・ホームページ等により普及・啓発した。引き続き周

知活動を実施していく。 

A 

家賃低廉化事

業 

登録件数 ３５戸（累計）  入居件数 ９件 

順調に登録件数が増加し、問い合わせ件数も増加している。引き

続き周知活動を実施していく。 
A 

家賃債務保証

支援事業 

助成件数 ７件 

昨年度より助成件数が増加した。引き続き、広報ふなばしやホー

ムページ等により周知を行っていく。 

A 

市営住宅の供

給 

 

供給戸数 １，４６８戸（累計） 

令和５年度は１０戸の廃止と７戸の新規供給で供給戸数は３戸の

減少となった。引き続き、供給戸数の確保を図っていく。 

A 

市営住宅優先

入居 

属性別優先入居募集戸数  

「障害」区分７戸 
A 
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「ひとり親」区分８戸 

「老人」区分１９戸 

罹災者応急市

営住宅 

火災等で住宅を失った５世帯に対し、一時的な住宅として市営住

宅を提供した。 A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



- 5 - 

 

基本目標ごとの具体的な取組状況 

基本目標２ 住宅ストックの適正な管理と質の向上 

施策の方向 ２－１ 

住宅ストックの質の向上 

 

【参考指標】 

事業名 目指す方向性 

住宅バリアフリー化等支援事業 

（助成件数） 

 

 令和５年度については、断熱改修の件数が増えたことで、１件あたりの平均助成

額が増加したことにより、早期に予算上限額に達し、受付を終了したことから、助成

件数が減少しました。 

 

【関連する主な市の事業等】 

事業名 実績・取組状況等 評価 

住宅バリアフ

リー化等支援

事業 

助成件数 ７９件 

広報ふなばし・ホームページ等により普及・啓発した。引き続き周

知活動を実施していく。 
B 

住宅用設備等

脱炭素化促進

事業補助金 

 

（旧  住宅用

太陽光発電シ

ステム・省エ

ネルギー設備

設置費補助事

業） 

補助金額 28,700,000円 

（太陽光発電設備 6,000,000円、省エネ設備：22,700,000円） 

・太陽光発電設備は 107件、549.0kw 

・太陽熱利用システムは 0件 

・エネファームは 31件 

・定置用リチウムイオン蓄電システムは 221件 

・電気自動車（太陽光発電設備及び V2H充放電設備併設）は 5件 

・電気自動車（太陽光発電設備のみ併設）は 14件 

・プラグインハイブリッド自動車（太陽光発電設備及び V2H 充放

電設備併設）は 2件 

・プラグインハイブリッド自動車（太陽光発電設備のみ併設）は 9

件 

・V2H充放電設備は 15件 

・集合住宅用充電設備は 0件 

A 
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雨水浸透ます

等設置補助事

業 

助成件数 １２件 

イベントや広報誌等で雨水浸透ます等設置補助事業の周知を行

い、設置実績を年度毎に集計し情報共有している。 

B 

住まいづくり

相談の実施 

相談回数 ３９回 

件数 ７１件 

耐震やリフォーム等の住宅の困りごとに対し、予約制で相談会を

実施した。 

A 

木造住宅の耐

震診断・耐震

改修助成事業 

耐震診断 ２０件 

耐震改修 ４件 

船橋市住宅耐震化緊急促進アクションプログラムに基づき、 

住宅の耐震化に係る支援、普及啓発等を実施した。 

Ｂ 

危険コンクリ

ートブロック

塀等撤去助成

事業 

助成件数 １６件 

広報ふなばし・ホームページ等により普及・啓発を実施した。 
A 

がけ地対策 
補助額・補助件数 ０件 

ホームページ等を通じて、普及・啓発を促進した。 
－ 

急傾斜地崩壊

対策 

取組件数 工事１件 

急傾斜地崩壊危険区域に指定された海神 6 丁目において崩壊防止

工事（第 3工区）を行った。 

－ 

マンションの

防災倉庫設置

の促進 

防災倉庫設置数 １０件 

船橋市宅地開発事業施設整備基準を設けており、意見書を提出し

ている。 

A 
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基本目標ごとの具体的な取組状況 

基本目標２ 住宅ストックの適正な管理と質の向上 

施策の方向 ２－２ 

分譲マンションの適正な管理 

 

【参考指標】 

事業名 目指す方向性 

分譲マンション共用部分バリアフリー化等支援事業 

（助成件数） 

 

 令和５年度の助成件数は４件で、令和４年度の７件から減少しました。 

 

【関連する主な市の事業等】 

事業名 実績・取組状況等 評価 

マンション管

理適正化の推

進 

マンションが適正に管理されていないことによる様々な課題や、

適正な管理のために活用できる支援等について、市窓口・広報紙

やホームページ等を通じて、普及・啓発を促進した 

－ 

マンションセ

ミナーや相談

会の開催 

相談会開催回数 ８回、１３件 

セミナー開催回数 ２回、５７人 

マンションセミナーを２回実施し、無料相談を予定通り実施し

た。 

A 

マンション管

理士等派遣事

業 

派遣件数 ３件 

マンション管理組合を対象にマンション管理士を派遣し、マンシ

ョンに係る管理・運営に関することや修繕計画等についての助言

を行った。 

A 

マンション管

理組合交流会 

開催回数 ２回、５７人 

マンションセミナーと併せて実施した。 Ａ 

分譲マンショ

ン共用部分バ

リアフリー化

等支援事業 

助成件数 ４件 

分譲マンション共用部分のバリアフリー化等について、補助を行

い、バリアフリー化の促進を図った。 B 
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マンションの

耐震診断費用

の助成 

助成件数 ０件 

広報ふなばし、ホームページ等により普及・啓発を実施した。 B 

自主防災組織

の結成及び活

動の促進事業 

助成件数 １０件 

年度当初に、自主防災組織のしおり等の結成促進資料を市内マン

ション管理組合に郵送し、結成促進を行っている。 

A 
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基本目標ごとの具体的な取組状況 

基本目標２ 住宅ストックの適正な管理と質の向上 

施策の方向 ２－３ 

空き家の管理と空き家防止対策 

 

【参考指標】 

事業名 目指す方向性 

管理不全の空家等に関する対策 

（所有者等に対する助言・情報提供等の実施件数） 

 

 近隣住民等から寄せられた情報を基に、所有者等に対する助言・情報提供等を実

施した件数は４２４件となっており、昨年度より増加しています。 

 

【関連する主な市の事業等】 

事業名 実績・取組状況等 評価 

管理不全の空

家等に関する

対策 

相談受付件数 ５００件 

助言・情報提供件数 ４２４件 

近隣住民や町会等からの管理不全の空家への相談を受け、所有者

等に適切な管理を促している。 

A 

「マイホーム

借上げ制度」

等の周知 

説明会開催回数 １回、６１人 

居住支援協議会が主催する住まいの講演会の中で説明会を実施

した。 

Ａ 

セーフティネ

ット住宅の登

録の促進 

登録件数 ３３５棟（累計） 

ホームページ等により住宅確保要配慮者の入居を拒まない住宅

への登録を促進している。 
A 
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 高齢者居住安定確保計画  

基本目標ごとの具体的な取組状況 

基本目標３ 高齢者の多様な住まい方の充実 

施策の方向 ３－１  

住宅の質の向上 

 

【関連する主な市の事業等】 

事業名 実績・取組状況等 評価 

（再掲） 

住宅バリアフ

リー化等支援

事業 

助成件数 ７９件 

広報ふなばし・ホームページ等により普及・啓発した。引き続き

周知活動を実施していく。 
B 

（再掲） 

分譲マンショ

ン共用部分バ

リアフリー化

等支援事業 

助成件数 ４件 

分譲マンション共用部分のバリアフリー化等について、補助を行

い、バリアフリー化の促進を図った。 B 
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基本目標ごとの具体的な取組状況 

基本目標３ 高齢者の多様な住まい方の充実 

施策の方向 ３－２  

多様な住まいの確保 

 

【関連する主な市の事業等】 

事業名 実績・取組状況等 評価 

（再掲） 

家賃低廉化支

援事業 

登録件数 ３５戸（累計）  入居件数 ９件 

順調に登録件数が増加し、問い合わせ件数も増加している。引き

続き周知活動を実施していく。 
A 

（再掲） 

市営住宅優先

入居 

属性別優先入居募集戸数  

「障害」区分７戸 

「ひとり親」区分８戸 

「老人」区分１９戸 

A 
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基本目標ごとの具体的な取組状況 

基本目標３ 高齢者の多様な住まい方の充実 

施策の方向 ３－３ 

居住支援の充実 

 

【関連する主な市の事業等】 

事業名 実績・取組状況等 評価 

（再掲） 

高齢者住み替

え支援事業 

助成件数 １３件 

広報ふなばしやホームページで周知しているほか、各地域包括セ

ンター等にパンフレットを配布するなどし、事業の周知を図って

いる。 

A 

（再掲） 

親世帯・子育

て世帯近居同

居支援事業 

助成件数 ９５件 

広報ふなばし・ホームページ等により普及・啓発を実施した。 
A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


